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株式会社 東急百貨店 

 

株式会社 東急百貨店（以下、当社）は、中国からの訪日観光のお客さまに向け、スマートフォンを使

用したバーコード決済が可能なサービスを９月１日から導入しました。 

 

日本政府観光局によりますと、７月の訪日外客数は単月で過去最高を更新し、今後も増加が見込まれ

ています。また、中国と香港からの訪日外客数も単月で過去最高を更新し、中国からのお客さまの増加

が顕著になっています。 

東急百貨店では、主力店舗のすべてのレジにて銀聯カードの受け入れに対応するなど、中国からの

お客さまの利便性向上に取り組んできました。今回導入する決済サービスは、中国国内においてそれぞ

れ４億人(想定)を超える利用者数を誇る決済アプリ「支付宝（ＡＬＩＰＡＹ）」、「微信支付（ＷｅＣｈａｔ Ｐａｙ）」

の双方に、それぞれの決済サービス事業者と提携し対応するもので、同時にサービスをスタートさせてい

ます。 

中国からの訪日観光のお客さまの利用が見込まれる店舗・売場に導入することで、更なる利便性の向

上を図ります。 
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【サービス概要】 

サービス内容：訪日中国人観光客向けのバーコード決済サービスの導入および提供 

取り扱い店舗：東横店、本店、札幌店 

取り扱い売場：化粧品売場（東横店西館５階、本店１階、札幌店１階） 

※渋谷ヒカリエ ShinQs については１０月１日開始予定 

 

 

 

 

 

～増加する訪日中国人観光客へのサービス強化～ 

新たなオンライン決済サービスを導入しました！ 

＜本リリースに関するお問い合わせ先＞ 

株式会社 東急百貨店 経営統括室 広報部 電話：０３－３４７７－３１０３ 


